
名前

物体にはたらく浮力に関する実験Ⅰ、Ⅱを行った。ただし、質量100ｇの物体にはたらく重力の大きさ
を1.0Ｎとし、糸の重さや体積は考えないものとする。

実験Ⅰ

① 図１に示す質量300ｇの直方体を用意した。
② 直方体の面Ｘとばねばかりを糸でつないだ。

③ 図２のように、直方体の下面が水面と平行になる
ように水の中へ静かにしずめ、水面から直方体の下

面までの深さとばねばかりの値を測定した。
④ ②の面Ｘを面Ｙに変え、③の操作をした。表

は、実験の結果をまとめたものである。ただ

し、表の空欄には、結果を示していない。

１ 直方体の密度は何g/cm3か。

２ 直方体の面Ｘに糸をつないでしずめたときの、水面から直方体の下面までの深さが８cmのとき、直
方体にはたらく浮力の大きさは何Ｎか。

３ 直方体の面Ｙに糸をつないでしずめたときの、水面から直方体の下面までの深さが６cmのとき、ば

ねばかりの値は何Ｎか。

実験Ⅱ 図３のように、実験１で用いた直方体の面Ｘを糸でつなぎ、直方体の下面
が水面と平行になるように水の中へ静かにしずめ、水面から直保体の下面までの
深さが14cmの位置で静止させる。この状態で静かに糸を切った。

４ 糸を切った後、直方体はどうなるか。次のア～ウから選び、その理由を、糸を切った
後の直方体にはたらく力に着目して書け。

ア 浮き上がる。 イ 静止の状態を続ける。 ウ しずんでいく。
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名前

物体にはたらく浮力に関する実験Ⅰ、Ⅱを行った。ただし、質量100ｇの物体にはたらく重力の大きさ
を1.0Ｎとし、糸の重さや体積は考えないものとする。

実験Ⅰ

① 図１に示す質量300ｇの直方体を用意した。
② 直方体の面Ｘとばねばかりを糸でつないだ。

③ 図２のように、直方体の下面が水面と平行になる
ように水の中へ静かにしずめ、水面から直方体の下

面までの深さとばねばかりの値を測定した。
④ ②の面Ｘを面Ｙに変え、③の操作をした。表

は、実験の結果をまとめたものである。ただ

し、表の空欄には、結果を示していない。

１ 直方体の密度は何g/cm3か。

２ 直方体の面Ｘに糸をつないでしずめたときの、水面から直方体の下面までの深さが８cmのとき、直
方体にはたらく浮力の大きさは何Ｎか。

３ 直方体の面Ｙに糸をつないでしずめたときの、水面から直方体の下面までの深さが６cmのとき、ば

ねばかりの値は何Ｎか。

実験Ⅱ 図３のように、実験１で用いた直方体の面Ｘを糸でつなぎ、直方体の下面
が水面と平行になるように水の中へ静かにしずめ、水面から直保体の下面までの
深さが14cmの位置で静止させる。この状態で静かに糸を切った。

４ 糸を切った後、直方体はどうなるか。次のア～ウから選び、その理由を、糸を切った
後の直方体にはたらく力に着目して書け。

ア 浮き上がる。 イ 静止の状態を続ける。 ウ しずんでいく。
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記号 ウ

理由

直方体にはたらく重力が浮力より大きいため。
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